
 

 

 

 

１．日時：平成２３年５月２０日（金）10:00～12:00 

 

２．場所：建政部３階会議室 

 

３．出席委員：第１部会 会長 今岡 務    広島工業大学環境学部 

第１部会 委員 米倉 亜州夫  広島大学名誉教授 

              第 1 部会 委員 大久保 孝昭  広島大学大学院工学研究科 

第１部会 委員 戸田 常一   広島大学大学院社会科学研究科 

       第 1 部会 委員 福田 健吉   （株）日本政策投資銀行 中国支店長 

                        

４．議事次第： 

 

（１）審査対象工事の全体説明 

   審査対象工事件数・・・全６件 

＜件数の内訳＞ 

・技術提案の審査（入札前審査・・・１件） 

 

表１【標準Ⅰ型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - - 1 1 

計 0 0 0 0 1 1 

 

 

・評価項目・加算点の審査（公告前審査・・・５件） 

 

表２【標準型（Ⅰ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 0 1 

 

表３【標準型（Ⅱ型）】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

機械設備 - 1 - - - 1 

計 0 1 0 0 0 1 

 

 

中国地方整備局総合評価審査委員会 第１部会（第２回）開催結果の概要 



表４【簡易型】 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

暖冷房衛生

設備 
- 3 - - - 3 

計 0 3 0 0 0 3 

 

・ 施工体制確認型 開札後整理案件・・・６件 

表５ 【標準型（Ⅰ型）】（施工体制確認型） 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

ＰＣ - - - 1 - 1 

計 0 0 0 1 - 1 

 

表６ 【標準型（Ⅱ型）】（施工体制確認型） 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

ＰＣ - - - 2 - 2 

建築 - - - 1 - 1 

計 0 0 0 3 - 3 

 

表７ 【簡易型】（施工体制確認型） 

施工体制評価点＋加算点の合計
工種 

50～ 60～ 70～ 80～ 90～
計 

一般土木 - 2 - - - 2 

計 0 2 0 0 -  2 

 

（２）審査対象業務の全体説明 
  １）審査対象業務件数・・・全４件 

＜件数の内訳＞ 

・評価項目・加算点の審査（公示前審査・・・４件） 

表５ プロポーザル方式 
 
 
 
 
 
 

 

５．主な意見の概要 

（工事審査）  

工種 公募型 簡易公募型 標準型 

調査・検討 - 4 - 

計 0 4 0 



【尾道・松江自動車道吉田南トンネル工事】 

●求める技術提案の設定について 

→与条件より「汚れ対策」が重要であるため設定したほか、工程が厳しいものとなるが、最後の工程とな 

るインバートついても品質を求めることで品質向上を確保することした。 

 

 

（業務審査） 

【鳥取・島根地区公共事業労務費調査業務：公示前審査】 

●実施方針、技術提案の評価は何段階で行うのか 

→５段階評価で行う 

●個々の評価において第２位の評価点は第１位の評価点に対してどのように定めているのか 

→原則として、第１位の点に対して６割としている 

●業務成績の評価ウエイトにおいて、最下位の評価が「選定しない」となっていることの意味は 

→成績が６０点未満であり、参加するために必要な要件に満たないことを意味している 

 

【平成２３年度水辺の国勢調査実施手法等改善方策検討業務：公示前審査】 

●選定時の技術者評価の基準と特定時の技術者評価の基準は同じようだが、同じ書類でもって評価するの

か？ 

→そのとおり 

 

その他、評価手法及び評価に関する助言を頂く 

 



◆第２回総合評価審査委員会　審査対象工事一覧

④企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） カ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

手
持
ち
工
事
量

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
松江国道
事務所

道
路

⑪ ○
仁摩温泉津道路福波トンネル
工事

一
般
土
木

ト
ン
ネ
ル

トンネル（ＮＡＴＭ）
　Ｌ＝１８３ｍ
橋梁下部
　ＡＡ２橋脚　　　１基
　Ａ２橋台　　　　１基
道路改良
　法面工　　　　　１式
　排水構造物工　１式

重要構造物であ
るトンネル覆工
コンクリートの品
質耐久性の向
上及び橋梁下部
工コンクリートの
品質耐久性の
向上が重要であ
る。

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ 90.0 30 15 15 60.0

覆工コンク
リート及びイ
ンバートコン
クリートの品
質・耐久性向
上

30
下部工コンク
リートの品質・
耐久性向上

30 60.0 0.0 0.0

2
松江国道
事務所

道
路

○
尾道・松江自動車道吉田南トン
ネル工事

一
般
土
木

ト
ン
ネ
ル

トンネル（ＮＡＴＭ）
Ｌ＝５０６ｍ

重要構造物であるト
ンネル覆工コンク
リート及びインバー
トコンクリートの品
質耐久性の向上が
重要であるととも
に、土運搬ルートの
路面汚れ抑制が重
要である。

3
三次河川
国道事務
所

道
路

○
尾道・松江自動車道大万木トン
ネル非常用設備工事

機
械
設
備

ト
ン
ネ
ル
非
常
用
施
設

消火栓Ａ型　33台、消火栓Ｂ型　16
台、消火栓Ｃ型　39台、消火栓Ｄ型
10台
屋外給水栓・送水口　　　　2台
水噴霧ヘッド　　　　     1,018台
火災検知器　　　　　　　 222台
消火ポンプ　　　　　　　　　1台
自動給水装置　　　　　　 　1台
消火ポンプ制御盤　　　　 1面
防災受信盤　　　　　　　　 1面

トンネル火災発生
時には確実な作
動を要求され、常
時、設備の機能
保持をしておく事
が重要である。

4 本局
営
繕

○
広島合同４号館付属棟空調設
備改修工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

４号館付属棟（既存）
鉄骨造 地上２階建
延床面積　約1,231㎡
機械設備
改設一式
外

本工事は、庁舎
の空気調和設
備改修であり、
空気調和機用ダ
クトの施工品質
確保は、建物性
能を実現する上
で重要な要素で
ある。

5 本局
営
繕

○
福山法務総合給排水設備改修
工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上３階建
延床面積　約3,329㎡
機械設備
改設一式
外

本工事は、機械
設備改修であ
り、排水管の施
工品質確保は、
建物性能を実現
する上で重要な
要素である。

6 本局
営
繕

○
岩国港湾合同給排水設備改修
工事

暖
冷
房
衛
生
設
備

営
繕

庁舎（既存）
鉄筋コンクリート造
地上３階建
延床面積　約1,361㎡
機械設備
改設一式
外

本工事は、機械
設備改修であ
り、排水管の施
工品質確保は、
建物性能を実現
する上で重要な
要素である。

⑥
地
元
企
業
活
用

合
計

評価内容１ 評価内容２ 評価内容３

技術提案 施工能力 地域
①簡易な施工計画の加算点 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力

合
計

①施工体制評価点

加
算
点
の
合
計
②

②加算点

施
工
体
制
評
価
点
計
①

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

入札方式
総合評価

方式
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

種
別

工事概要

工事の特性

（評価項目設定の妥
当性が判断できる工
事内容やサイト特性

をわかりやすく記載す
ること）

審査対象工
事

工事名

工
事
種
別

No.

事
務
所
名

区
分



◆第２回総合評価審査委員会　開札後整理工事一覧

④企業の技術力

a) b) c) d) ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア）

評
価
項
目
・
加
算
点
の
審
査

技
術
提
案
の
審
査

W
T
O

入
札
方
式

総
合
評
価
方
式

地
元
企
業
活
用
促
進
型

施
工
体
制
確
認
型

不
誠
実
な
行
為
に
お
け
る
減
点
項
目

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
る
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

（
受
注
者
提
案

）

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

評価項目
加
算
点

過
去
の
工
事
成
績

工
事
成
績
優
秀
企
業
認
定
制
度

（
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
制
度

）
の
表
彰

優
良
工
事
施
工
団
体
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

下
請
企
業
の
表
彰

過
去
の
工
事
成
績

優
秀
建
設
技
術
者
表
彰
又
は

安
全
管
理
優
良
請
負
者
表
彰

継
続
教
育

（
C
P
D

）
の
取
り
組
み

ヒ
ア
リ
ン
グ

同
種
工
事
の
施
工
経
験

取
得
資
格

従
事
役
職
の
経
験

有
用
な
新
技
術
の
活
用

1
三次河川
国道事務
所

道
路

⑨ ⑫
尾道・松江自動車道萩川橋Ｐ
Ｃ上部工事

Ｐ
Ｃ

道
路

ＰＣ５径間連続ラーメン
箱桁橋　Ｌ＝２３１ｍ
（62.5m+23.0m+62.5m）

橋梁の構造体として重要である上
部工について良好な品質を持ったコ
ンクリート構造物とするため、耐久
性向上を目的として「PC上部工の品
質・耐久性の向上」に関する配慮が
必要である
　また、仮橋撤去時に河川環境に配
慮する必要があることから、仮橋撤
去時に河川環境に配慮すべき事項
を評価項目とする

○

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅰ
型

）

○ 80.0 30 15 15 50.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

30

仮橋撤去時
における河川
環境に配慮
すべき事項
に関する施
工計画

20 50.0 0.0 0.0

2
松江国道
事務所

道
路

9 12
尾道・松江自動車道後谷川橋
ＰＣ上部工事

Ｐ
Ｃ

道
路

PC3径間連続ラーメン
箱桁橋
L=166m
（44.7m+75.0m+44.7m）

橋梁の構造体として重要である上
部工について良好な品質を持ったコ
ンクリート構造物とするため、耐久
性向上を目的として「PC上部工の品
質・耐久性の向上」に関する配慮が
必要である。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

30 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 0.0

3
山口河川
国道事務
所

道
路

9 12
下関北バイパス綾羅木高架橋
PC上部工事

Ｐ
Ｃ

道
路

7径間連結プレテンショ
ンT桁橋
L=171m
（23.0m+23.0m+25.0m+2
5.0m+25.0m+25.0m+25.
0m）

橋梁の構造体として重要である上
部工について良好な品質を持ったコ
ンクリート構造物とするため、耐久
性向上を目的として「PC上部工の品
質・耐久性の向上」に関する配慮が
必要である。

一
般
競
争

標
準
型

（
Ⅱ
型

）

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

ＰＣ上部工の
品質・耐久性
向上に関す
る施工計画

30 30.0 6.0 1.0 3.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 0.0

4 本局
営
繕

10 ⑫
鳥取県警察機動隊道場建築
工事

建
築

営
繕

鉄筋コンクリート造（一
部鉄骨造）
地上２階建
約1,200㎡
新築１棟
外

構造体コンクリートのひび割れ防止
対策は、建物性能を実現する上で
重要である。

一
般
競
争

標
準
型

(

Ⅱ
型

)

○ ○ 80.0 30 15 15 50.0

構造体コンク
リートのひび
割れ防止に
関する施工

計画

25 25 6.0 3.0 1.0 1.0 4.0 3.0 1.0 1.0 20.0 5.0 5.0

5
松江国道
事務所

道
路

⑩ 12
尾道・松江自動車道大吉田第
９改良工事

一
般
土
木

道
路
改
良

道路改良 L=    241ｍ
　掘削　 V=197,000m3
  盛土   V=    2,300m3
　ブロック積擁壁
　　　　　 A=1,400m2
  カルバート工 N=1基

切土主体の工事であり、施工途中
における出来型管理が重要である。

一
般
競
争

簡
易
型

○ ○ ○ 69.0 30 15 15 39.0

掘削工の出
来形管理に
対する技術
的所見

10 10.0 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 19.0 5.0 5.0 10.0

6
岡山国道
事務所

道
路

10 12
玉島笠岡道路佐方地区第２改
良工事

一
般
土
木

道
路
改
良

道路改良　L=260m
　掘削工　V=140,000m3
　法面工　　1式

掘削工主体の工事であり、施工途
中における出来型管理が重要であ
る。

－

一
般
競
争

簡
易
型

○ ○ ○ 69.0 30 15 15 39.0

掘削工の出
来形管理に
対する技術
的所見

10 10.0 6.0 1.0 3.0 1.0 1.0 4.0 2.0 1.0 19.0 5.0 5.0 10.0

事
務
所
名

審査対象工
事

工事名No.
区
分

工事概要

加
算
点
の
合
計
②

工事の特性

（評価項目設定の妥当性が判断できる工事内容
やサイト特性をわかりやすく記載すること）

工
事
種
別

種
別

入札方式
総合評価

方式 高度技術提案型、標準型、簡易型　①技術提案、施工計画

合
計

備
　
　
考

②加算点

評価内容３評価内容１ 評価内容２
施
工
体
制
評
価
点
＋
加
算
点

（
①
＋
②

）

①施工体制評価点

施
工
体
制
確
保
の
確
実
性

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
評
価
点
計
①

⑥
地
元
企
業
活
用

技術提案 施工能力

合
計

地域

⑤
地
域
精
通
度
・
貢
献
度

合
計

①簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力



◇平成２３年度の発注業務一覧表【総合評価落札方式（標準型）・公示前】　平成２３年５月２０日総合評価審査委員会（第１部会）

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー
ワ
ー
ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1 ○ 企画部
鳥取・島根地区公
共事業労務費調
査業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

労務費を調査
し、工事設計
労務単価を決
定するための
基礎資料を得
るもの。

一般競争入札
（総合評価落
札方式・標準
型）

2 企画部
岡山・広島・山口
地区公共事業労
務費調査業務

土木関係建
設コンサル
タント業務

労務費を調査
し、工事設計
労務単価を決
定するための
基礎資料を得
るもの。

一般競争入札
（総合評価落
札方式・標準
型）

小
　
　
計

重
点
審
査
案
件

様式１－１

業
務
理
解
度

成績・表彰 実施方針資格・実績

同種類
似成績

表彰の
有無

小
　
　
計

技術提案

的確性
合
 
 

計

落札者選定の評価ウェート

そ
の
他

（
知
識

）

工
程
計
画
の
妥
当
性

評価テーマ ①

保有資
格

予定管理技術者の経験・能力

小
　
　
計

入
札
契
約
方
式

No 部名 業務名 業務種別 業務概要
同種類
似実績

実現性
実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

テ
ー
マ
内
容



◇平成２３年度の発注業務一覧表【プロポーザル方式・公示前】　平成２３年　５月２０日総合評価審査委員会(第１部会）

特定
テーマ
全体

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

管
理
技
術
者

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

与
条
件
と
の
整
合

キ
ー

ワ
ー

ド
の
網
羅

説
得
力
が
あ
る

類
似
実
績
が
あ
る

1 ○ 河川部

平成２３年度河川
水辺の国勢調査
実施手法等改善
方策検討業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

河川水辺の国勢
調査における調査
手法の見直し等に
よるコスト縮減や
関係省庁の調査
データ等も合わせ
た利用のあり方等
の改善方策につい
て検討を行うも
の。

簡易公募
型プロポー
ザル方式

2 企画部
中国管内スマート
IC整備効果検討
業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

中国地方の特性を
踏まえた整備効果
を検討し、スマート
ICの整備方針案を
とりまとめるもの。

簡易公募
型プロポー
ザル方式

3 企画部
広島湾閉鎖性水
域における再生検
討業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

総合的な施策展
開により広島湾の
保全・再生を図る
「広島湾再生行動
計画」について推
進・検討を行うも
の。

簡易公募
型プロポー
ザル方式

4 企画部
土木工事標準歩
掛解析業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

土木工事標準歩
掛改訂のため、施
工形態動向調査
により得られた
データを基に標準
歩掛策定用資料
の作成を行うも
の。

簡易公募
型プロポー
ザル方式

的確性 実現性 的確性

同
種
類
似
の
成
績 小

　
　
計

テ
ー
マ
間
の
整
合
性

業務種別 業務概要 合
　
　
計

参加表明者

成績・
表彰

不
誠
実
な
行
為

配置予定技術者

入
札
契
約
方
式

選定における評価点（参加表明書）

資格・
実績

表
彰
の
有
無

小
　
　
計

実
施
体
制
の
妥
当
性

合
 
 

計

特定テーマ ① 特定テーマ ②

技術提案

小
　
　
計

小
　
　
計

No 部名 業務名

重
点
審
査
案
件

業
務
理
解
度

保
有
資
格

同
種
類
似
実
績

資格・実
績

小
　
　
計

小
　
　
計

実
施
フ
ロ
ー
の
妥
当
性

有
益
な
代
替
案

工
程
計
画
の
妥
当
性

実現性

実施方針

成績・
表彰

配置予定管理技術者

手
持
ち
業
務
量

業
務
実
績

小
　
　
計

資格・実績

保
有
資
格

表
彰
の
有
無

過
去
の
業
務
成
績

雇
用
関
係

登
録
等
の
有
無

表
彰
の
有
無

業
務
の
成
績

同
種
類
似
実
績

様式２－２

特定における評価点（技術提案書）

成績・
表彰

テ
ー
マ
内
容

テ
ー
マ
内
容



◇平成２２年度の発注業務一覧表【プロポーザル方式・特定前】　平成２３年　５月２０日総合評価審査委員会(第１部会）

＜建築関係コンサルタント業務の場合＞

配点

評定点

ＣＰＤ
取得

気候風土を考
慮した環境負荷
低減方策にお
ける木造化及び
内装等の木質
化など木材の
利用に関する提
案

建築：1.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：1.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

業務の
理解度

実施
体制

・
実施
方針

小計

主任担当技術者 特定テーマ ①

小計保
有
資
格

同
種
類
似
業
務
経
験

業
務
成
績

経験年
数

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

保有
資格

同種類
似業務
実績

業務
成績

建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：1.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

増築庁舎と既存
庁舎の一体的
整備に関する提
案

建築：1.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：1.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：1.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

特定における評価点（技術提案書）

配置予定技術者 実施方針 技術提案

合
計

管理技術者

小計

経験
年数

特定テーマ ②

小
計経

験
年
数

Ｃ
Ｐ
Ｄ
取
得

保有
資格

同種類
似業務
実績

建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

建築：2.00
構造：1.00
電気：1.00
機械：1.00

選定における評価点（参加表明書）

合
計

参加表明者

管理技術者

小計

主任担当技術者

小計保
有
資
格

同
種
類
似
業
務
経
験

業
務
成
績

様式４

簡易公募
型プロポー
ザル方式

入
札
契
約
方
式

1 ○ 営繕部
境税関支署増築そ
の他改修設計業務

建築関係建
設コンサルタ
ント業務

境税関支署庁舎増
築に係る建築設計業
務

No

重
点
審
査
案
件 業務

成績
経験
年数

部名 業務名 業務種別 業務概要

ＣＰＤ
取得



日 時：平成２３年５月２０日（金）10：00～
場 所：建政部 ３階議室

平成２３年度 中国地方整備局総合評価審査委員会
第一部会（第２回）

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 事

【工事関係審査】

）審査対象工事の全体説明１

）審査対象工事の個別説明２

【業務関係審査】

審査対象業務の全体説明３）

）審査対象業務の個別説明４

４．閉 会




